
　 熊本県酪農専門６ 組合は９ 月１ 日、 ら く のう マ

ザーズ３ 階大会議室で、 合併予備契約調印式を開

き 、 ６ 組合の代表者と 立会人がこ れま での協議結

果を確認し 、 予備契約書に調印し ま し た。

　 熊本乳牛農業協同組合、 玉名酪農業協同組合、

鹿本酪農農業協同組合、 大阿蘇酪農業協同組合、

西阿蘇酪農業協同組合、 火の国酪農業協同組合の

６ 組合が来年４ 月１ 日に合併する こ と を目指し て

いま す。

　 酪農組織整備をめぐ っては、 平成６ 年にＣ Ｉ 10

カ年計画で「 一県一酪農協づく り 」 が掲げら れ、

組織整備の取り 組みが正式に始ま り ま し た。

　 その後、 平成29年にス タ ート し た外部有識者に

よ る 「 組織再編整備委員会」 の答申を受けて令和

２ 年に策定さ れた「 熊本県酪農組織整備の基本方

針」 に基づき 協議が行われてき ま し た。

　 今回の合併では、 今年２ 月の「 熊本県酪農専門

農協合併等組織整備推進協議会」 の協議の中で、

酪農専門農協10組合のう ち、 合併可能な組合と し

て６ 組合によ る 合併協議が始ま り ま し た。 度重な

る 検討・ 協議や組合員への説明会など を経た結果、

新組合「 熊本県酪農業協同組合」 が発足する こ と

になっていま す。

　 合併６ 組合を代表し て挨拶し た熊本県酪農専門

農協合併等組織整備推進協議会の山田政晴会長

（ 西阿蘇酪農協組合長） は、 各組合長のリ ーダー

シッ プの下で合併協議が進んだこ と に謝意を伝え

ま し た。 その上で、 厳し い酪農情勢にも 触れ「 こ

のま ま ではいけないと いう こ と で、 やっと ６ 組合

が一つになる 決断を し た。 高齢化や後継者不足、

廃業と いろいろな問題があり 、 酪農家の減少傾向

が続いている 」 と 話し 、 合併によ って誕生する 新

組合の組織体制を充実さ せたいと 意欲を示し ま し

た。
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　 仲秋の候、 いかがお過ごし でし ょ う か。 本年度

４ 月の人事異動で乳業本部長兼営業部長を拝命し

ま し た穴井です。 日頃よ り 乳業事業に多大なる ご

支援をいただき ま し て厚く お礼申し 上げま す。 私

はこ のコ ラ ムへは初寄稿と なり ま すので少し 自己

紹介をさ せていただき ま す。 入会さ せていただい

たのが1993年で本年度33年目を 迎えており ま す。

営業一筋で、熊本支店（ ２ 回）、福岡支店（ ２ 回）、

北九州、 関東、 営業課、 現職と 県外での営業を17

年経験さ せていただき ま し た。 こ の経験を活かし

今後も 乳業本部一丸と なって頑張ってま いり ま す

のでよ ろし く お願いいたし ま す。 　 　 　 　 　 　 　

　 さ て、 本年８ 月から の飲用向け乳価改定と 副原

料、 包材、 物流コ ス ト 、 人件費等の高騰によ り 乳

業メ ーカー各社価格改定を行っており ま す。 特に

副原料、 包材、 物流コ ス ト は現在も 上がり 続けて

おり 、 先行き が不透明な状況と なっ ており ま す。

本会におき ま し ても 取引先と の交渉を重ね価格改

定を 行いま し た。 成分無調整牛乳1000m lで店頭

価格が10円から 20円程度値上がり し 、 消費動向は

懸念さ れま すが、 市場状況を把握し 対応を図って

ま いり ま す。

　 こ のよ う な状況のなか、コ ロ ナ禍以降の働き 方、

営業ス タ イ ル、 更には物流の2024年問題によ る 労

働力不足等によ る 運賃高騰など大き な変化の時を

迎えており ま す。

　 本会内勤職員の働き 方について、 コ ロ ナ前は私

自身想像も し てなかったリ モート によ る 在宅勤務

の体制が構築さ れ、 不測の事態でも 業務に大き な

支障が無いよ う 対応し ており ま す。 し かし 在宅勤

務が出来ない部署も あり 、 特に熊本・ 菊池両工場

においては感染症予防

等に日頃よ り 取り 組ん

で おり ま す。 ま た 営

業においてはコ ロ ナ禍では対面商談が出来ない

なか、 Webでの商談、 会議も 可能と なり ま し た。

大手乳業メ ーカーが営業を減ら し 、 商品力の強化

を進める なか、 本会においても 製品開発力の強化

と 、 国内においては今後の少子高齢化が進んでい

く なかでの商品構成の見直し 、 海外は畜産物輸出

コ ンソ ーシアム推進対策事業（ マザーズコ ンソ ー

シアム） の有効活用によ り 輸出の強化に取り 組み

ま す。 ま た生産から 販売ま でと いう 大手ではでき

ない本会の最大の強みを活かし 、 取引先と の信頼

関係をよ り 強固なも のになる よ う 営業活動を行っ

ていき ま す。

　 物流問題についてはこ のま ま では食品物流は今

の物量を運べない可能性がある と 言われている な

か、 九州の大手小売業は競合他社が物流に関し て

は連携し 共同配送や物流課題の解決に向け動き だ

し ていま す。 本会においても 本年４ 月よ り 組織構

成の変更によ り 物流部を新設し 、 機能・ 権限の強

化を図っており ま す。 昨年の冷蔵倉庫増設によ る

D １ 出庫（ 製造日の翌日出庫） への対応、 受発注

の効率化、 物流会社と の更なる 連携強化を 図り 、

物流体制の再構築に取り 組みま す。

　 変化への対応が求めら れている 状況のなか、 本

会においても 迅速かつ的確な判断で、 よ り 安全・

安心な製品を安定供給でき る 体制の維持と 、 さ ま

ざま な変化に適応し 、 今後も 売上拡大と 収益の確

保に努めま す。

『 変化への適応』

COLUMN ― コ ラ ム ―

ら く のう マザーズ

乳業本部長

穴井　 成佳
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　 皆さ んは消毒薬をどのよ う な場面で利用し ていま すか？搾乳の際の乳頭清拭、 牛舎に入る 際の踏み込

み槽、 ある いは子牛の哺乳器具や畜舎の洗浄など 、 消毒は酪農家の日々の作業の一部と なっていま す。

消毒薬を選ぶ際には広く 知ら れている も のを選ぶこ と が多いと 思いま すが、 目的や対象と する も のに応

じ て適切なも のを選ぶ必要があり ま す。 そのため、 消毒薬ごと の特徴や違いをおさ ら いし てみたいと 思

いま す。

　 各消毒薬の話に移る 前に、 消毒薬全般の話と し て、 効果を最大限高める ためには適切な環境下で使用

する 必要があり ま す。 消毒薬の効果に影響を与える 要因と し て、 ①濃度、 ②時間、 ③温度、 ④有機物の

有無、 ⑤pH、 ⑥他の消毒薬と の併用が存在し ま す。

①濃度

　 一般的に濃度が高いと 効果が高く なり ま すが、 生体や物に対する 有害作用も 強く なる ため、 適切な

濃度で使用する こ と が求めら れま す。

②時間

　 対象物を消毒薬と 触れ合わせる 十分な時間が必要と なり ま す。

③温度

　 一般に高温で効力が高ま り 、 低温で低下し ま す。

④有機物の有無

　 有機物（ 血液や糞尿、 わら など ） が存在する と 効果が薄ま り ま す。 そのため、 踏み込み消毒槽に入

る 前に長靴を水洗いする 、 畜舎消毒の前に高圧洗浄機等で汚れをなく すなど の対処法が考えら れま

す。

⑤pH、 ⑥消毒薬と の併用

　 消毒薬には適切なpHがある ため、 酸性薬（ ビ ルコ ン等） と アルカリ 性薬（ 消石灰等） が混和する

と 効果が低下し ま す。

　 以上のこ と を考慮に入れ、 各消毒薬の「 使用上の注意」 を守る こ と で最大限の効果が得ら れま す。

　 次の表では、 主要な消毒薬ごと の特徴についてま と めま し た。

消毒薬のいろは

生産本部指導部技術課　 吉村　 直人　

表１ ． 主要な消毒薬ごと の特徴

薬剤名 利　 　 　 点 注意点 主な用途

逆性石けん

アス ト ッ プ

ク リ アキル

パコ マ　 等

粘膜や皮膚への刺激性少ない

金属腐食性がほと んど ない

有機物がある と 効力が下がる

低温下にて効力が著し く 低下

畜舎、 手指、

器具、 乳房など

両性石けん
ネオラ ッ ク

パス テン　 等

粘膜や皮膚への刺激性少ない

金属腐食性がほと んど ない
有機物がある と 効力が下がる

畜舎、 手指、

器具、 踏み込み槽

塩素系
アンテッ ク ビルコ ン

ク レ ンテ　 等
ほと んど すべての病原体に作用

金属腐食性が強い

有機物がある と 効力が下がる

高温では蒸発し やすい

踏み込み槽

ヨ ウ 素系
ポビ ド ンヨ ード

等
ほと んど すべての病原体に作用

金属腐食性が強い

有機物がある と 効力が下がる

高温では蒸発し やすい

乳頭

アルデヒ ド
エク ス カッ ト

グルタ プラ ス 　 等

ほと んど すべての病原体に強い作用

有機物の影響を 受けにく い

人体毒性がかなり 強いため眼鏡や

マス ク 必須
畜舎、 器具、 車両

アルコ ール
イ ソ プロ パノ ール

エタ ノ ール　 等
即効性あり 蒸発が速い 手指、 器具、 室内

オルソ 剤
タ ナベゾ ール

ト ラ イ キル　 等

コ ク シジウ ムに作用を持つ

有機物の影響を 受けにく い

紫外線に弱い

特徴的なにおい、 粘膜刺激性が強い
踏み込み槽

石灰 消石灰
殺菌力強い、 安価

石灰乳の塗布で病原体を覆い隠す

粘膜刺激性が強い

吸水性が強く 定期的な交換が必要

畜舎、 農場出入口、

堆肥
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　 ま た、 次の表には表１ の消毒薬がどの病原体に効果がある かをま と めま し た。

　 例えば子牛の下痢対策で消毒を行う 際、 対象と する 病原体に応じ た適切なも のを選ばないと 効果が見

ら れま せん。 具体例を挙げる と 、 ロ タ ウ イ ルス と コ ク シジウ ムでは使用すべき 消毒薬が異なってく る こ

と がわかり ま す。 病気が多発する 際や治療の効果が弱い際には、 治療だけでなく 消毒から も アプロ ーチ

し てみてはど う でし ょ う か。 かかり つけの獣医師や専門機関に相談し 、 原因究明と 適切な対処を目指し

ま し ょ う 。 今回は消毒薬のみのお話でし たが、 疾病予防に対し ては長靴の履き 替えや床敷のこ ま めな入

れ替え、 も し く はワ ク チン接種など も 併用する こ と でよ り 効果が期待でき ま す。

　 ま だま だ暑い日が続き ま すが、 例年感染症が流行する 冬の前に今一度おさ ら いの意味で書かせていた

だき ま し た。 本文が皆さ んの衛生意識の高ま り と 適切な消毒薬選びの助けと なり ま し たら 幸いです。

表２ ． 主要な消毒薬ごと の病原体への効果

細菌

抗酸菌 芽胞菌 真菌

ウ イ ルス
コ ク シ

ジウ ムグラ ム陽性 グラ ム陰性
エンベロ ープ

あり

エンベロ ープ

なし

ブド ウ 球菌

レ ンサ球菌

など

大腸菌

サルモネラ 菌

など

ヨ ーネ病

結核菌

など

ク ロ ス ト リ ジウ ム

炭疽など

皮膚糸状菌

酵母様真菌

など

ラ ンピ ース キン

コ ロ ナ、 BVD

リ ンパ腫、 RS

など

口蹄疫、 ロ タ

アデノ

など

逆性石けん ○ ○ × × △ ○ × ×

両性石けん ○ ○ △ × △ ○ × ×

塩素系 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ×

ヨ ウ 素系 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ×

アルデヒ ド ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

アルコ ール ○ ○ ○ × △ ○ × ×

オルソ 剤 ○ ○ × × ○ ○ × ○

消石灰 ○ ○ ○ △ ○ ○ △ △
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　 近年、 消費者の牛乳・ 乳製品をはじ めと する 「 食の安全・ 安心」 への関心は一層高ま っており それに

応える ため、 食品の安全確保に向けた取り 組みが強く 求めら れていま す。

　 こ のよ う な状況の中、 酪農業の健全な発展と 酪農経営の安定を図り 、 新鮮で良質な生乳を乳業者へ供

給する と と も に、 生乳の有利販売に繋げる こ と を目的に、 九州生乳販売農業協同組合連合会主催の生乳

品質共励会が開催さ れま し た。 令和６ 年度は九州全体で955戸（ 本県372戸） の酪農家が対象と なり 、1,000

点以上の「 優秀賞」 を受賞し たのは34戸・「 優良賞」 を受賞し たのは154戸でし た。 う ち本県から は優秀

賞17戸・ 優良賞80戸と 、多く の酪農家が優れた成績を収めていま す。さ ら に、本県よ り 500ト ン以上の部（ ３

部） においては、 1,145点を 獲得さ れま し た右田祐樹（ JA菊池） さ んが、 昨年に引き 続き 最優秀賞を 受

賞さ れま し た。

　 本県酪農家の高い技術と 日々の努力が改めて実を結んだ結果と なり ま し た。

令和６ 年度生乳品質共励会の結果報告

受賞コ メ ント

　「 令和６ 年度生乳品質共励会で最優秀賞を いただき 、 心よ り 感謝

申し 上げま す。 安定し た高品質な生乳を生産でき たのは、 牛たちの

健康と 環境を第一に考え、愛情をこ めた成果である と 感じ ていま す。

今後も 、 技術の研鑽に励み、 よ り 一層良質な生乳をお届けでき る よ

う 努めてま いり ま す。 そし て、 地域の皆さ ま に支えら れている こ と

への感謝を忘れずに、 こ れから も 頑張り ま す。」

【 令和６ 年度 生乳品質共励会優秀賞受賞者一覧】

組　 合　 名 氏　 　 名 点　 数 規模別 表　 彰

菊池地域農協 右田　 祐樹 1, 145 3 3 部 最優秀賞

火の国酪農協 ㈲生山牧場 1, 148 2 優秀賞4

菊池地域農協 梁池　 朋幸 1, 145 2 優秀賞5

菊池地域農協 西本　 敏雄 1, 140 2 優秀賞9

ホワイ ト 酪農協 村岡　 泰司 1, 131 1 優秀賞13

球磨酪農協 尾方　 学 1, 127 3 優秀賞14

球磨酪農協 中村　 直樹 1, 126 2 優秀賞15

球磨酪農協 立作　 浩一 1, 124 2 優秀賞16

菊池地域農協 山下　 誠也 1, 120 1 優秀賞17

菊池地域農協 古庄　 和廣 1, 112 2 優秀賞18

ホワイ ト 酪農協 芳賀アグリ カ ルチャ ー㈲ 1, 111 3 優秀賞19

球磨酪農協 中村　 竜郎 1, 111 3 優秀賞20

菊池地域農協 斉藤　 和彦（ 吉富） 1, 111 2 優秀賞22

菊池地域農協 ㈲ナガシオ 1, 105 3 優秀賞23

上益城農協 ㈱マツノ フ ァ ーム 1, 097 3 優秀賞26

菊池地域農協 工藤　 伸一 1, 097 2 優秀賞27

火の国酪農協 吉村　 信明 1, 095 1 優秀賞28

１ 部： 25 0ト ン未満、 ２ 部： 2 50 ト ン以上～ 50 0ト ン未満、 ３ 部： 500 ト ン以上
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　 令和元年以来の婚活ツ アー（ ら く のう マザーズ主催） を６ 年ぶり に開催致し ま す。 熊本県内の酪農家・

後継者の花嫁候補を広く 募集し 、 各種イ ベント 等を通し て将来の素晴ら し いパート ナー探し をお手伝い

し ま す。 男性の参加対象者につき ま し ては、 熊本県内で酪農を 営んでいる 20歳～ 38歳位ま での方と さ

せて頂き ま す。

　 開催日は、令和８ 年１ 月24日（ 土） ～ 25日（ 日） です。 本会での交流会の後、フェ リ ーにて島原へ赴き 、

観光名所の観覧、 ホテルでのパーティ ーやゲームで親睦を深め、 ２ 日目は共同体験を交えながら 交流し

最後は告白タ イ ムへ…と 様々なイ ベント を計画し ており ま す。 ツ アー終了後も アフタ ーフォ ロ ーやアフ

タ ーパーティ ー等を開催し 、 結婚につながる お付き 合いに進める よ う し っかり サポート を行いま す。 県

内はも ちろん九州各県から 真剣に結婚を希望し ている 女性が参加さ れま すので、 こ の機会に我こ そはと

思われる 方につき ま し ては、 関係各組合を通じ お申し 込みをお願いいたし ま す。 一般女性参加者の方に

つき ま し ては、 旅行代理店を経由し てお申し 込みをお願いいたし ま す。

お問合せ先： 生産本部　 経営支援課ま で

本気婚活 第７ 弾 ミ ルキーツ アーin 島原
主催： ら く のう マザーズ

写真引用：「 海の見える駅」
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酷暑が乳牛の体を どう 変える か
〜エ ネルギー不足に対する 飼料給与アプ ロ ーチ「 油脂サプ リ の活用編」 〜

　 熊本県の酪農家の皆様お世話になり ま す。 全酪連熊本担当の黒川です。

　 本格的な夏の暑さ が続く 今日こ の頃、 皆さ ま いかがお過ご し でし ょ う

か？今年の夏も 出歩く こ と すら 躊躇し てし ま う よ う な夏ですよ ね。 年々酷

暑期間も 増加傾向にあり 、 暑熱対策についての重要度も 上がってき ており

ま す。今回は飼料面から でき る アプロ ーチを１ つご紹介し たいと 思いま す。

　 〜暑熱スト レス時、 牛に何が起き ている？〜

　 乳牛は乳生産、 生体維持をはじ め様々な面においてエネルギーを使う 生き 物です。 そのエネルギーを

使う 過程で体内には様々な熱が発生し ま す。 採食に伴う ルーメ ン発酵熱、 成長や乳生産に伴う 代謝熱

…例を挙げればき り があり ま せんが、 乳牛は暑熱下において体内で発生し た熱を逃がすため以下の行

動をと る と いわれており ま す。

　 〇呼吸数の増加

　 〇横臥時間の削減

　 〇採食量の低下、 など

　 結果と し て、 １ 日の乾物摂取量が２ ～４ kg減少する ケース も 珍し く あり ま せん。

　 〜経営面への打撃〜

　 こ の「 熱を逃がすための行動＝エネルギー不足」 は、 見えない形で牧場経営を圧迫し ま す。

　 たと えば、

　 〇乳量の減少（ 平均で２ ～５ kg/日）

　 〇乳脂率の低下（ 0.2 ～ 0.5％）

　 〇繁殖成績の悪化（ 受胎率が10 ～ 20％低下）

　 〇代謝病の発生（ ケト ーシス 、 脂肪肝など）

　 特にピーク 時は乳腺へのエネルギー供給が優先さ れやすく 、 繁殖機能や免疫が犠牲になり やすい傾向

にあり ま す。 ま た、 夏場は必要なエネルギーは増えま すが、 餌を食べれば食べる ほど 熱が発生する と

いう ジレ ンマに陥っている と も いえま す。
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　 〜脂肪酸サプリ メ ント が有効な理由は？〜

　 夏場にデンプンや糖を増やすと ルーメ ン発酵熱が高ま り 、 逆効果になる 場合があり ま す。 そこ で有効

なのが「 脂肪酸由来のエネルギー」 です。

　 メ リ ッ ト と し ては、

　 〇発酵熱が低い

　 〇エネルギー量が多い（ でんぷんの約2.25倍）

　 〇特定の脂肪酸は乳脂合成や繁殖ホルモンの分泌にも 関与

　 中でも バイ パス 加工さ れた油脂サプリ は、 ルーメ ンを通過し て小腸で吸収さ れる ため、 効率的に代謝

さ れま す。 言い換える と 、 暑熱期に発酵熱を抑えながら アシド ーシス のリ ス ク を上げる こ と なく エネ

ルギーを供給する こ と が可能と いう こ と です。

　 脂肪酸の組成を意識し て製品をチョ イ ス する と 乳脂率の安定や受胎率改善を狙える ほか、 夏バテによ

る 泌乳低下の抑制にも なる のです。

　 〜脂肪酸の種類と 効果〜

　 油脂製品を使用する 場合、 その目的をし っかり と 意識する こ と が重要と なり ま す。

　 例： 乳量を増やし たいのか、 乳脂率を高めたいのか、 エネルギー・ バラ ンス を改善し たいのか、 効果

を期待し ている 対象牛はど れか…など

表１ ． 脂肪酸の種類と 効果について

種類 効果

パルミ チン 酸（ C1 6 ） ・ 乳脂肪の増加 ・ 体脂肪の動員誘発

オレ イ ン酸（ C1 8 :1 ） ・ 乳量の増加 ・ BCSの回復 ・ 他の脂肪酸の消化吸収のサポート

リ ノ ール酸（ C1 8 :2 ） ・  卵胞の発育 ・ 子宮回復を 促進 ・ 排卵を 誘発 ・ 肝臓でのエスト ロ ゲン の分

解を 抑制 

リ ノ レ ン酸（ C1 8 :3 ） ・ 妊娠状態の維持（ 早期胚の死滅防止） ・ 受精卵の成長

など
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　 〜導入事例〜

　 熊本管内の牧場において、 ５ 月よ り 油脂製品を１ 日200g ～ 300ｇ 給与。

　 結果と し て、

　 〇乳量： 前年同月と 比較し 、 1.5kg ／日増加

　 〇乳脂率： 0.25％ UP

　 〇繁殖成績： 夏場受胎率 ９ ％ UP

　 と いう 効果が得ら れま し た。 こ の改善は経営的にも 大き な意味があり ま す。

　 〜おわり に〜

　 暑熱ス ト レ ス 対策の基本は「 牛の体温コ ント ロ ール」 だと 思いま す。

　 環境、 設備面から のアプロ ーチを考える と 同時に、 牛の体内エネルギー環境をどう 守る かが夏場の乳

量・ 乳質・ 繁殖を左右する と 考えていま す。

　 餌のコ ント ロ ールは複雑で、 同じ 製品を同じ 量上げても 同じ 結果が出る こ と はあり ま せん。 結果を構

成する 要素が牧場ごと に異なる から です。

　 今回は油脂製品でのアプロ ーチについて触れま し たが、 アミ ノ 酸、 繊維の消化率、 DCA D管理など 夏

場における 飼料戦略は沢山あり ま す。（ ※配合製品も 開発中です！） 酷暑だから …と あき ら める 前に

一報いただける と 幸いです。 聞き 取り 、課題の抽出から 共にさ せていただき ま す。 共に夏を乗り 「 越」

えま し ょ う 。

　 少し でも 興味がある と いう 方はお近く の全酪連担当およ びマザーズ購買課へお問い合わせく ださ い。
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ᵐᵎ ᵐᵓ ᵌk ᵎ ～ 秋の新商品

　 去る ９ 月３ 日（ 水） に県内酪農家の知識と 生産意欲の向上を目的と し た夏季酪農大

学がら く のう マザーズ３ 階大会議室で開催さ れま し た。 県内酪農家を含め計69名が参

加さ れま し た。 併せて九販連主催の令和６ 年度生乳品質共励会に於いて優秀な成績を

収めら れた方々への表彰式が行われ、 小池常務よ り ご出席頂いた３ 名の対象者へ賞状

等が授与さ れま し た。

　 夏期農科大学においては、 株式会社農テラ ス の山下弘幸氏に「 こ れから の酪農経営

を考える ～担い手と 人材確保をど う すべき か～」と 題し ま し てご講演いただき ま し た。

　 講演内容と し ては、 経営戦略と し ての「 投資と 回収」 の考え方、 原価の計算、 事業

承継の考え方をご自身の経験や具体例を交えながら 分かり やすく ご説明いただき ま し

た。 今回の講演を通し て、 県内酪農家の経営のヒ ント になればと 思いま す。

令和７ 年度夏季酪農大学開講‼

主催： ら く のう マザーズ、 熊本県酪農青壮年部女性部協議会

会場風景 品質共励会表彰

山下氏
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